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業績予想の修正及び営業外費用（為替差損）の計上に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28年 10月 14日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正しましたので

お知らせいたします。 

 なお、平成29年３月期において、営業外費用（為替差損）が発生しましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 48,100 900 370 210 16.17 

今回修正予想（Ｂ） 48,660 980 710 460 35.42 

増減額（Ｂ－Ａ） 560 80 340 250 － 

増減率（％） 1.2 8.9 91.9 119.0 － 

（ご参考）前期実績 

（平成28年３月期） 
48,278 907 512 626 78.67 

 

2. 修正の理由 

売上高につきましては、当社の主力製品であるリレー、タッチパネルが車載市場向けを中心に引き続き堅調に

推移しており、前回予想値を上回る見込みです。営業利益につきましても、これらの主力製品の増産効果により

前回予想値を上回る見込みです。経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、下記「3.営業外

費用について」に記載のとおり、通期で261百万円の為替差損を計上いたしますが、前回予想値は第２四半期連

結累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日）に発生した為替差損や円高リスクを織り込み業績予想

値としておりましたが、為替差損の金額が当初想定していたよりも減少したことから、それぞれ前回予想値を上

回る見込みです。 



 

3. 営業外費用について 

外国為替相場の変動により、平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）において、261百

万円の為替差損を計上いたします。これは主として、平成 29年３月末時点で当社グループの保有する外貨建債

権債務を同日の為替相場で評価したことに伴い発生したものであります。なお、第３四半期連結累計期間（平成

28年４月１日～平成28年12月31日）において133百万円の為替差損を計上しており、第４四半期連結会計期

間（平成29年１月１日～平成29年３月31日）における為替差損は128百万円となります。 

 

以 上 

 

 


